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は じ め に

1990年代以降，インドネシアでは，子どもの

ためのイスラーム学習活動が，急速に活性化し

た。クルアーン幼児／児童教室（Taman Kanak-

kanak Al-Qur’an /Taman Pendidikan Al-Qur’an，

略語 TKA/TPA）が各地に設置され，標準カリ

キュラムやクルアーン速習法を用いた学習が行

われるようになった。従来のイスラーム学習活

動は，地域のモスクでクルアーン教師（guru 

ngaji）によって伝統的な形で営まれてきた。し

かし，近年の新しいイスラーム学習活動には大

学生が関わり，発展の中心的な役割を果たした。

彼らは，1970年代～80年代に社会・政治活動を

制限され，その後，イスラーム学習活動にその

エネルギーを注いだ。

イスラーム学習活動は，クルアーンの学習を

中心に，イスラームの教義に基づいたムスリム

（イスラーム教徒）としての規範を学ぶ。これは

ムスリムがイスラーム共同体で主体的に営んで

きた学習活動である。「知識ある者が知識を伝

える」というイスラームの伝統に支えられてき

たが，その内実は，近年大きく変化した。

子どものためのイスラーム学習活動の活性化

は，近年のインドネシアにおいて，イスラー

ム・アイデンティティがどのように育成され，

強化されているのか，その内実を捉える上で，

考察の対象として欠かすことができない。その

ためにはフィールドワークの中で詳細なインタ

ビューと観察を繰り返し，教授・学習活動の実

態を多角的に捉えていくことが必要となる。

大学キャンパスを中心とした大学生によるダ

ーワ（伝道）活動の政治的インパクトに関する

研究［見市 2002］はなされてきたが，学生がキ

ャンパスの外で展開してきたイスラーム学習活

動の実態やその変化に焦点を当てた研究はほと

んどなされていない（注１）。イスラーム学習に関

する先行研究には，プサントレン（イスラーム

寄宿塾）で学ぶキタブ（イスラーム教義書及び注

釈書）に焦点を当て，インドネシアのイスラー

ムの伝統やその歴史的意義を考察した研究［小

林 1988；Bruinessen 1995］や，イスラーム神秘

主義教団の発展とその実態を捉えた研究

［Bruinessen 1992］などがある。また，マドラ

インドネシアにおけるイスラーム学習活動の活性化
──大学生の関与とそのインパクト──
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サやプサントレン，イスラーム宗教大学など，

制度的に整えられた教育に焦点を当てた研究も

なされてきた［例えば西野 1990 ； 服部 2001］。

しかし，地域社会で営まれるイスラーム学習活

動にはあまり関心が向けられず，固定的なクル

アーン学習のイメージ［Yunus 1959, 34-35；  

Dhofi er 1982, 19-20など］に留まっている。

本稿では，近年のイスラーム学習活動の活性

化に大学生はどのように関与してきたのか，バ

ンドゥン市内の一つの地域社会に焦点を当てて

検討する。まずはじめに，Ⅰでは，クルアーン

速習法（IQRO : イクロ，以下イクロと略称）やク

ルアーン幼児／児童教室が全国的に展開される

際，大学生はどのような役割を果たしてきたの

かを組織の活動に焦点を当てて検討する。続い

てⅡ及びⅢでは，地域社会の学習活動が，大学

生の関与を通してどのように変化したかについ

て，バンドゥン市A村の事例に即して考察（注２）す

る。

Ⅰ　イスラーム学習活動の改善にむけて

1. 　伝統的な学習形態からクルアーン速習

法の活用へ

一般にプンガジアン（pengajian）と呼ばれる

イスラーム学習は，プンガジアン・ ウムム

（pengajian umum）とプンガジアン・クルアー

ン（pengajian Qur’an）に分けられる。プンガ

ジアン・ウムムは，一般向けのイスラーム学習

を意味し，説教師による講話，クルアーンやキ

タブの学習会など，内容は様々である。それに

対して，プンガジアン・クルアーンは，子ども

のための基礎的なイスラームの学習である。ム

スリムがムスリムになるための基本的な学習で

あり，村のモスクや教師の家でクルアーン朗誦，

日々の礼拝をはじめとする信仰実践，基本的な

イスラーム倫理などを学習する［Yunus 1957,  

35］。プンガジアン・クルアーンを終えた後，

より専門的な学問はポンドック・プサントレン

（イスラーム寄宿塾）（注３）で学んだ。そこでは，

キタブを用いてアラビア語文法やフィクフ（イ

スラーム法学）を中心に学び，その後，ウラマ

ーとして地域のイスラームを支えた者も少なく

なかった。

イスラームに関する学習は，マドラサ（イス

ラーム学校）だけでなく，一般学校においても

宗教教育として，ムスリムの生徒を対象に週2

時間行われる。一般学校に通う生徒は，学校か

ら帰宅後，モスクなどで行われるプンガジア

ン・クルアーンに参加する。プンガジアン・ク

ルアーンは，イスラーム宗教学校（マドラサ・

ディニヤー）（注４）として営むケースもある。

プンジガアン・クルアーンの大きな変化は，

イクロと呼ばれる速習法の開発によってもたら

された。従来のクルアーン学習では，一つ一つ

のアラビア文字を順に学んだ後，語彙，文章の

読み方の学習へと進んだ。それに対して，イク

ロは，アラビア文字を覚えることからでなく，

母音を表す付加記号が付されたアラビア語の語

彙の読み方の学習を行う。

アラビア文字は，単語や文章の位置によって

変形する。それを識別して正しく読めるように，

テキストではアラビア語の単語やクルアーンの

句が例として並べられ，生徒はそれを正しく発

音し，読むことを学習する構成になっている。

イクロのテキストは６巻まであり，全て学習す

ると，アラビア語でクルアーンを読めるレベル

に達するように構成されている。
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クルアーン速習法は，従来から個々に工夫さ

れ用いられていたが，イクロが画期的だったの

は，クルアーン学習を効果的にするために系統

的に整理し，テキスト化した点である。イクロ

を用いるクルアーン幼児／児童教室は，1990年

代以降，全国に数多く設置された。

クルアーン幼児／児童教室では，イクロや他

のアラビア語の読み書き教材を用い，習熟度だ

けでなく，年齢にも配慮し，就学前の幼児のた

めのクルアーン幼児教室（TKA: Taman Kanak-

kanak Al-Quran）と，小学生以上を対象とする

クルアーン児童教室（TPA: Taman Pendidikan 

Al-Quran）に区別して教育が行われる。早期に

イスラームの基礎を身につけることを目的とし，

就学前の幼児にもイスラーム学習を行う。

クルアーン幼児／児童教室の拡大に与ったの

がインドネシア・モスク青年交流会であり，こ

の組織の活動には大学生が多く関わった。

2. 　イスラーム学習活動への大学生の関与

（１）　大学キャンパス及び地域社会での活動

高等教育を受けるため，地方から都市に出て

きた敬虔なムスリムの学生は，一般に下宿近く

のモスクで，地域の子どもに無償でクルアーン

を教えることが多かった。また，大学キャンパ

スにおいても，イスラーム活動を活発に展開し

てきた。

特に，1979年のイラン・イスラーム革命が大

きな刺激となり，大学キャンパスでは，ムスリ

ムの学生が中心となって様々な活動が行われる

ようになった。スハルト政権下では，1970年代

後半から80年代にかけて，学生の政治運動に対

する弾圧は強められたが，他方で政治的要素を

持たない宗教活動や教育活動は比較的寛容な扱

いがなされた。

バンドゥン工科大学のサルマン・ モスク

（Masjid Salman）では，大学生たちによる様々

なイスラーム学習プログラムが提供されるよう

になった。1979年には，「イスラーム集中学習

（Studi Islam Intensif）」と称する宗教教育プロ

グラムが開始された［見市 2002，108-111； 

Djamas 1989, 261-265］。そこでは，イスラーム

の基本的な教義とともに，家族と社会の中での

ムスリムとしての役割，つまり，ムスリムとし

ての社会的なコミットメントが重視された［見

市 2002,  109］。この教育プログラムの実施には，

サルマン・モスクの活動組織の一つ，サルマ

ン・イスラーム青年会（Keluarga Remaja Islam 

Salman,  略語 KARISMA）で活動する大学生た

ちが関わった［Djamas 1989, 260］。サルマン・

イスラーム青年会には，バンドゥン工科大学の

学生に限らず，バンドゥン市内の他大学の学生

も多く参加した［Djamas 1989, 256］。

サルマン・モスクでの活動に参加する学生た

ちの中には，キャンパス周辺の社会・経済的に

はそれほど豊かではない人々が暮らす地域に下

宿し［Djamas 1989, 228］，地域の学習活動を担

った者も多かった。後述するイスラーム学習に

関するフォーラムに積極的に関与した者もいた。

大学生たちは，サルマン・モスクでの活動の影

響を受けつつ，社会の中でのムスリムの役割に

ついて考え，その具体的な実践として，地域社

会のイスラーム学習活動への関わりを一層強め

ていった。

学生たちは地域のイスラーム学習活動に関わ

るなかで，子どものためのイスラーム学習を活

性化させることを考えるようになった。1987年

には，子どものためのイスラーム学習フォーラ

ム（Forum  Silaturrahmi  Pengajian  Anak  略語
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FOSIPA，以下フォーラムと略称）が，ジョグジ

ャカルタで開催された。

このフォーラムは，子どものイスラーム学習

活動を実施する集団・組織間での協力・交流を

主たる目的として結成された［FOSIPA Sektor

Ⅰ1993, 1-2］。その後，フォーラムは1988年にス

ラバヤ，1989年にスマラン，1990年にバンドゥ

ン，1991年に首都ジャカルタで開催され，各地

から大学生が集まった。

西ジャワ州では，1990年に州内に限ったフォ

ーラムも開催された［FOSIPA Sektor Ⅰ1993, 4］。

この時のフォーラムの運営事務局は，バンドゥ

ン工科大学のサルマン･モスク内に設けられ，

サルマン・イスラーム青年会のメンバーが事務

局長を務めた［FOSIPA Sektor Ⅰ1993, 4 ； 中田

（2003a）以降の筆者によるインタビュー調査実施

年は丸括弧で囲んで表示する］。フォーラムには，

大学生だけでなく，地域社会でイスラーム学習

活動に従事する教師たちも参加した。

バンドゥン市内の学生たちは，フォーラムの

開催の他，1987年と1989年に，バンドゥン・子

ども・イスラーム・ジャンボリー（JAMBORE 

Anak-anak Islam Bandung）を開催した［FOSIPA 

Sektor Ⅰ1993, 3-4］。モスクで学ぶ子どもを招い

て交流の機会を作り，クルアーン暗誦コンテス

トやイスラームに関するゲームなど，さまざま

な活動を行った。1989年のジャンボリーには，

約1000人の子どもたちの参加があり［FOSIPA 

Sektor Ⅰ1993, 3-4 ； 中田（2003a）］，ジョクジャ

カルタでフォーラムを主催した学生たちも，こ

の時，視察に訪れている［FOSIPA Sektor Ⅰ

1993, 3］。

大学生の集会に対する政府の監視が厳しく，

フォーラムやジャンボリーの開催も容易ではな

かった。活動内容を申告しなければならず，許

可の取得に長い時間を費やした［中田（2003a）］。

しかし，学生たちは地域社会の活動に関わる中

で，イスラーム学習活動の改善を真剣に考え，

フォーラムやジャンボリーの開催を実現させた。

（２）　クルアーン幼児／児童教室の全国展開

１｜インドネシア・モスク青年交流会による

　　クルアーン幼児／児童教室の振興

子どものためのイスラーム学習活動の改善を

目指し，クルアーン幼児／児童教室を全国的に

広めたのが，インドネシア・モスク青年交流会

（Badan Komunikasi Pemuda Masjid Indonesia，

略語 BKPMI）（注５）である。同交流会は，社会・

政治運動を規制されていた学生，知識人らが中

心となり，モスクで活動する若者のための交流

や意見交換の場として，1977年にバンドゥン市

内のモスクで組織された［Oghie 2004, 95-96］。

現在はインドネシア全国に支部を持ち，同交流

会本部顧問（Pembina Nasional）には，インド

ネシア・ウラマー評議会関係者をはじめ，大臣

等の政府高官らが名前を連ねている（注６）。

1970年代～1980年代にかけて，同交流会の活

動は，常に厳しい監視下にあった。同交流会メ

ンバーの中には，社会運動，言論活動を厳しく

取り締まる政府の体制に不満をあらわにしたた

め，投獄された者も少なくなかった。刑務所か

ら出所後，地域のモスクやランガルでの子ども

のためのイスラーム学習活動を選択した者もい

た。ジョクジャカルタ市のモスク・ムソラ青年

会（Angkatan Muda Masjid dan Musholla,  以下モ

スク・ムソラ青年会と略称）（注７）のムハマド・ジ

ャズィール（Muhammad Jazir ASP）は，ジョ

クジャカルタ市コタグデにおいて，地域の宗教

教師のアスアド・フマム（As’ad Humam）と出
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会い，クルアーン速習法イクロの開発，それを

用いたクルアーン幼児教室の運営に従事した

［中田（2004a）］。イクロ及びクルアーン幼児教

室を通して，子どものためのイスラーム学習活

動の改善を推進するため，インドネシア・モス

ク青年交流会のメンバーを集めて実施したのが，

1989年のダーワ運営研修（LMD: Latihan Mana-

gemen Dakwah）であった。この研修は，1989

年1月に，コタグデのアスアド・フマムの自宅

で開設されていたクルアーン幼児教室で実施さ

れた。全国27州のうち16州から同交流会中央運

営委員会（Dewan Pengurus Pusat）役員やモス

ク・ムソラ青年会のメンバーらが約100人集ま

り，この時に初めてイクロが紹介された

［LPPTKA BKPRMI 1996, 19］。

インドネシア・モスク青年交流会メンバーは，

国内の各地にいたため，アスアド・フマムは，

このダーワ運営研修の際に，インドネシアの

隅々にまでクルアーン幼児教室の普及を迅速に

進めるよう，同交流会役員らに要請した 

［LPPTKA BKPRMI 1996, 19］。

同年５月には，同交流会の全国指導者会議

（Rapat Pimpinan Nasional）が開催され，翌６月

に開催予定の全国会議に関する話し合いがもた

れた。その時，イクロ及び関連教材の普及を議

題のひとつとすることに賛同が得られた

［LPPTKA BKPRMI 1996, 19］。

1989年６月27日～30日のスラバヤで行われた

第五回インドネシア・モスク青年交流会全国会

議では，クルアーンの朗誦ができない子どもを

一掃するための活動を展開すること，そのため

に新たな部門を同交流会に設置することが提案

された。クルアーン幼児教室開発指導部

（Lembaga, Pembina dan Pemgembangan TK Al-

Qur’an, 略語 LPPTKA）が設置されることになり，

本部をジャカルタに，支部を各地方に設置する

ことが決められた［LPPTKA BKPRMI 1996,  

19-20］。

第一校目のクルアーン幼児教室は，1989年８

月２日にバンジャルマシン市内に設置された

［Sekretariat TK Al-Qur’an BKPRMI Kalimantan 

Selatan 1994, 8］。ジャズィール（注８）もその設置

を手伝った［Sekretariat TK Al-Qur’an BKPRMI 

Kalimantan Selatan 1994, 9］。同交流会南カリマ

ンタン州事務所長のチャイラニ・イドゥリス

（Chairani Idris）は，ジョクジャカルタでのダ

ーワ運営研修の際，イクロやクルアーン幼児教

室に関心を持った者のひとりであり，南カリマ

ンタン州でのクルアーン幼児教室の普及に尽力

した。翌1990年８月14日には，州内の同交流会

によるクルアーン幼児教室の合同修了式が行わ

れた。修了式と併せて開催されたクルアーン幼

児教室運営のためのワークショップ（Lokakarya 

Nasional Pengelolaan TK Al-Qur’an BKPMI）では，

クルアーン幼児教室のカリキュラムを改善し，

標準カリキュラムを作成することが目的とされ

た。ワークショップの後，クルアーン幼児教室

のカリキュラム編成チーム（Tim Perumus）に

よって，クルアーン幼児教室の標準カリキュラ

ムがまとめられた［LPPTKA BKPRMI Pusat 

1998, 1-2］。ジョクジャカルタのジャズィール，

南カリマンタン州のチャイラニ・イドゥリス，

タシリフィン・カリムらがそのカリキュラム編

成チームに加わった。さらに，チャイラニ・イ

ドゥリスとタシリフィン・カリムは，クルアー

ン幼児教室の指導と開発に関する手引書

（“Buku Pedoman Pembinaan dan Pengembangan 

TK Al-Qur’an BKPMI”）を作成した。この手引
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書は，インドネシア・モスク青年交流会中央運

営委員会によって，1990年12月に発行された

［LPPTKA BKPRMI Pusat 1998,  1－2］。幼児教室

の標準カリキュラムは，その後改訂され，1992

年には，小学生を対象とするクルアーン児童教

室のカリキュラムも整えられた。

２｜研修を通して拡がるクルアーン幼児／児

　　　童教室

イクロの活用方法やクルアーン幼児／児童教

室の運営に関する研修は，各地で開催された。

西ジャワ州では，1991年１月，バンドゥン市内

のチパガンティ・モスクで，イクロ活用のため

の研修が初めて開かれた。続いてクルアーン幼

児／児童教室の開設・運営に関する研修も実施

された。この研修にはジョクジャカルタのモス

ク・ムソラ青年会からの支援があった［Dewan 

Keluarga 1993, 19］。

その後，同州内でのイクロやクルアーン幼児

／児童教室の展開の中心的役割を担ったのは，

インドネシア・モスク青年交流会のアセップ・

ザエナル・アウソップ（Asep Zaenal Ausop），

アデ・ブンヤミン（Ade Bunyamin）らであった。

二人は，バンドゥン市北部の陸軍住宅区

（Komplek Angkatan Darat, 略語 KPAD）内のア

ッタクワ・モスク（Masjid At-Taqwa）での活

動に従事していた。アセップ・ザエナル・アウ

ソップは，当時からバンドゥン工科大学の宗教

教育を担当しており，サルマン・モスクでの子

どもの教育活動にも関わっていた。

アッタクワ・モスクで活動する若者が結成し

たアッタクワ・ モスク青年会（Persaudaraan 

Remaja Masjid At-Taqwa,  略語 PERMATA）の

大学生，若者たちも，チパガンティ・モスクで

の研修に参加した［Dewan Keluarga 1993, 12, 

19］。その後，同モスクでクルアーン幼児／児

童教室を開設するための準備が進められた。３

月12，13日にアッタクワ・モスクで実施された，

クルアーン幼児／児童教室の運営に関する研修

では，同モスクで活動する者たちに限らず，郡

（kecamatan）内の人々が対象となった。ジョク

ジャカルタのモスク・ムソラ青年会がこの研修

の支援を行った。さらに，４月６，７日のイク

ロの研修会では，多くの地域から参加者を募り，

西ジャワ州全域から約250人がアッタクワ・モ

スクに集まった［Dewan Keluarga 1993, 20］。

アセップ氏らは，同年８月，クルアーン幼児

教室開発指導部西ジャワ州事務所（注９）をアッタ

クワ・モスクに設置し（注10），その後もイクロ及

びクルアーン幼児教室運営のための研修を数多

く開催した（注11）。研修の実施には，同モスクで

活動する大学生，若者も尽力するようになった

［Dewan Keluarga 1993, 20］。

1991年以降，研修は，バンドゥン市に限らず，

西ジャワ州内の様々な地域でも実施された。大

学教員らも積極的に関わり，イクロを社会に広

めていく上での大きな役割を果たした。大学教

員の中には，クルアーン幼児教室開発指導部の

指導員として研修の実施にあたった者も少なく

ない［Udin 2001, 13-16］。

また，研修は大学教員の社会奉仕活動として

実施されることもあり［Surana et al. 1994］，一

般的な教授方法や児童の発達についての講義も

行われた。効果的なイスラーム学習の方法であ

ることに加え，早期教育という点からもクルア

ーン幼児／児童教室の重要性が強調された。

３─クルアーン幼児／児童教室の認定

イスラーム学習にイクロを取り入れるケース

は年々増加し，クルアーン幼児教室及び児童教
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室を設置するモスクが増加した。クルアーン幼

児教室開発指導部が認定し，その運営を監督し

ているクルアーン幼児教室及び児童教室は，

2000年現在，全国に約５万ヶ所設置されており，

生徒数は約300万人に達している［LPPTKA 

BKPRMI 2000］（注12）。

クルアーン幼児教室開発指導部は，認定校と

する教室を開設するための条件を設けている。

ジ ャ カ ル タ 市 事 務 所 が 発 行 し た 要 項

［Shamsuddin MZ 1999, 44-47］によれば，まず，

教室の運営は，財団やモスク運営者が行うこと

としている。教育活動は，モスクなどの学習に

適した場所で行われること，学習時間は学校の

授業時間と重ならないこと，礼拝の時刻と近接

した時間に設定することとしている。また，各

教室の教師の６割は，クルアーン幼児教室開発

指導部による研修への参加証明書を有すること，

また，クルアーンを正しく朗誦し，アラビア語

を書く能力があることも教師の条件に挙げてい

る。さらに，教室ごとに，生徒の親から成る父

母会（Persatuan Orang Tua Santri: POS）を結成

することも，認定校の条件とし，父母会では，

教室での活動を支援することを目的としている。

クルアーン幼児教室開発指導部では，このよ

うな条件を満たす教室で，標準カリキュラムに

基づく一定の教育が保障されることになってい

る。また，各教室での教育の質を保つため，認

定校の生徒に共通の修了試験を実施する。教室

の運営や管理については，各教室運営者に任さ

れているが，教室の運営状況は，同開発指導部

が定期的に監督する仕組みになっている

［Mamsudi AR 1999, 22-23］。

同開発指導部は，認定校以外にも広く研修の

機会を開放し，新しい方法の普及に努めた。イ

クロやクルアーン幼児／児童教室は，クルアー

ン幼児教室開発指導部の管理下で運営されるも

のに限られない。イクロを使用し，独自にクル

アーン幼児／児童教室を運営するケースや，学

習活動は従来通りモスクで行い，教室を設置せ

ずにイクロを使用するケースも多く見られる。

地域のクルアーン教師によって個々に行われ

てきたイスラーム学習活動は，イクロとクルア

ーン幼児教室の展開を通して，方法の改善，内

容の標準化，組織的運営が図られてきた。

Ⅱ　バンドゥン市A村（注13）における

イスラーム学習活動の変化

イクロやクルアーン幼児／児童教室が，地域

社会に導入される際，重要な役割を果たしたの

は，研修に参加した大学生たちであった。以下

で考察するバンドゥン市 A村は，クルアーン

幼児／児童教室が設置される以前から，大学生

がイスラーム学習活動に関与してきた地域のひ

とつである。クルアーン幼児／児童教室が導入

される前と後で，大学生の学習活動への関わり

方はどう変化し，地域の学習活動にインパクト

を与えてきたのか，その変化の実態を考察する

ため，A村を調査対象とした。

1. 　調査地 A村の特徴

A 村は，バンドゥン市北部，インドネシア

教育大学（Universitas Pendidikan Indonesia，略

語 UPI）の北側に位置し，2001年９月現在，

2311人の住民が暮らしている［Pemerintah Kota 

Bandung 2001］。バンドゥン市北部には，以前

から規模の大きなプサントレンはなかった。こ

の地域は，オランダ植民地期には，植民地官吏

が避暑地として好んだ地域である。バンドゥン
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市内の大学キャンパスの周辺は，以前は小さな

集落と田畑が広がる地域であり（注14），モスクは，

現在のように集落単位では存在しなかった（注15）。

その中で，A 村にはバンドゥン市北部で最も

歴史の古いモスクの一つ（注16）があり，1960年代

前半までは，プサントレンも存在した。

大学の近くに下宿する大学生が増えたのは，

1960年代半ば以降のことであった。都市部を中

心に高等教育機関の拡充が進み，A 村にも，

その頃から下宿する学生が増えた。

A 村では，1920年代に，住民の一人がワカ

フ（イスラーム寄進財）の土地にモスクを設置

した。その息子が，西ジャワ州チレボンのプサ

ントレンなどで学んだ後，この村に戻り，イス

ラーム学習の指導にあたった［中田（2001a）］。

村外からのサントリ（生徒）が増えるに伴い，

アスラマ（寄宿舎）が設置され，プサントレン

としての形態が整えられた。当時のサントリは，

日中はキヤイと共に田畑で農作業をし，日没後

に学習を行った。

しかし，1960年代以降，キヤイの後継候補者

たちは，国家公務員などの村外で仕事に就くケ

ースが多くなった。サントリと生活を共にしな

がら指導にあたることができる者がいなくなり，

サントリは減少した。しかし，村の子どもを対

象とした日没後のイスラーム学習だけは継続さ

れた。

2. 　村の学習活動に参加する大学生

1960年代頃まで，A 村の子どものためのイ

スラーム学習は，村のモスクだけでなく，個人

の家でも行われていた［中田（2001b ； 2001c）］。

教師が一人一人の生徒を指導するソロガン（注17）

や，教師を囲んで生徒たちが座り，学習するバ

ンドンガン（注18）などの教授法が用いられた。日

没（マグリブ）の礼拝を，男子生徒はモスクで，

女子生徒は教師宅で行い，その後，学習は，同

じ場所で実施された。1970年代までは，学習の

後宿泊し，翌日の夜明け前（スブ）の礼拝を合

同で行った後，帰宅するのが一般的であった

［中田（2001c）］。しかし，次第にこうした「泊

り」の学習形態から「通い」の形態に変化して

いった。

A 村に下宿し始めた大学生の中に，イスラ

ーム学習活動を手伝う者も出てきた。また，成

人を対象とするイスラーム講話会で講話者を務

めたり，金曜礼拝の説教を任されることもあっ

た［中田（2002a ； 2002b）］。バンドゥン教育大

学（Institut Keguruan dan Ilmu Pendidikan 

Bandung, 略語 IKIP Bandung）（注19）の学生が多く，

特にアラビア語学科で学ぶ学生が積極的に役割

を果たした。バンドゥン教育大学のアラビア語

学 科 は， 宗 教 師 範 学 校（Pendidikan Guru 

Agama，略称 PGA）やイスラーム高校（Madrasah 

Aliyah）出身者が多く，プサントレンでの学習

経験を持つ学生も含まれた。アラビア語学科で

は，アラビア語の学習とともに，イスラームの

学習にも重点が置かれ，学生たちはキャンパス

内モスクで行われるイスラーム学習活動にも積

極的だった［Syahidin 2001, 136－137］。

当時，A 村のモスクは正式な名称をもたず，

単に「A 村のモスク」とよばれていた。それ

に「アル・ヒクマ（Al-Hikma）（注20）」と命名の

提案をした学生も，アラビア語学科に在籍し，

A村に下宿していた［中田（2002a）］。住民側も

学生たちの提案を受け入れ，現在でもその名称

が用いられている。

3. 　大学生による一般学校の設置

1960年代頃の A村では，子どもたちの学校
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教育の機会は，非常に限られており，学生たち

は，モスクやプサントレンの寄宿舎（注21）を利用

して，子どもたちのために一般教科を教え始め

た［中田（2002a ； 2002b）］。学生たちが，正式

に小学校の設置を提案すると，アルヒクマ・モ

スク組織委員会は，その提案を受け入れた。そ

して，モスクに隣接するワカフの土地に校舎が

建てられ［Buchori 2000, 1］，学生たちが教師を

務めた［中田（2002a）］。

1966 年，A 村の学校は，私立の小学校

（Sekolah Dasar，略語 SD）として教育文化省に

登録され，その後，1973年に中学校（Sekolah 

Menengah Pertama，略語 SMP）も設置された。

バンドゥン教育大学の学生は，卒業後は教員に

なることが義務付けられていた［中田（2002b）］

ため，当時の学生 G 氏は，大学卒業後，国立

中学校で教員を務めた。その傍ら，G氏は1970

年代に財団Hを自ら創設した。A村の小・中

学校は，この財団の下で運営されるようになっ

た。

1975年に，中学校の最初の卒業生を送り出し

た 時， 中 学 校 は， 教 育 文 化 省 の「 登 録

（Terdaftar）」のステイタスにあった（注22）。国立

学校と「同等」のステイタスではなかったため，

高校進学を希望する生徒は，G氏が勤務してい

た国立中学校で前期中等教育修了のための全国

最終段階学力試験（EBTANAS : Evaluasi belajar 

tahap akhir nasional）を受けなければならなか

った。その後，1977年頃から G 氏は A 村の

小・中学校で教える大学生に，正式な教員資格

を取得するよう勧めた［中田（2002a）］。教員資

格を持つ教員数を増やし，中学校を「登録

（Terdaftar）」レベルから「認定（Diakui）」レ

ベルへと昇格させた。当時，小・中学校では，

授業料はほとんど徴収できなかった［中田

（2002b）］。財団の下での運営とはいえ，運営資

金はわずかな授業料に依存し，極めて乏しかっ

た。しかし，学校での授業は学生たちが無償で

支えた。

1960年代から70年代にかけて，学生たちは学

校教育の提供に取り組み，A 村の教育を充実

させることに貢献した。1989年以降，学生の一

人が，A 村の女性と結婚し，A 村に居住した

頃から，小・中学校を卒業したA村住民の中

に，教員を務める者が増え始めた。

4. 　イスラーム学習活動の組織化

（１）　モスク青年会の結成とイスラーム宗教

　　　　学校の開設

1980年代初頭から，A 村のイスラーム学習

活動に変化が見られ始めた。A 村に下宿して

いた学生たちは，1983年９月24日にモスク青年

会（Ikatan Remaja Masjid, 略語 IMAJID）を結成

し［Patonah 1989, 3］，アルヒクマ・モスク組織

委員会の許可の下，モスクで活動を行うほか，

それぞれの下宿でもイスラーム学習活動を行う

ようになった（注23）。この青年会には，アラビア

語学科の学生だけでなく，理科系の学生も加わ

った（注24）。当時，学生の活動への規制は厳しか

ったが，敬虔なムスリムの退役軍人の中には，

学生たちの活動を支援する人々も少なくなかっ

た（注25）。モスク青年会の活動は，A村内での学

習活動に留まらなかった。1988年以降は，イス

ラーム講話会の説教師や様々なイスラーム活動

の運営を担当できる人材育成のための研修を行

うようになった。研修を受けた学生たちは，A

村以外の地域に活動を広げ，農村でダーワ活動

も行った。こうした活動には，モスク青年会の

メンバー以外の学生も積極的に参加した。
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A 村の若者の中には，モスク青年会の活動

に参加し，学生と共に活動する者もいたが，A

村のイスラーム学習活動を組織的に営むことを

志向する者がいた。1980年代半ば頃，西ジャワ

州バンドゥン県，タシクマラヤ県のプサントレ

ンで学習を終えて帰郷した A村の若者たちが

中心となってイスラーム宗教学校（マドラサ・デ

ィニヤー：Madrasah Diniyah）が開設された［中

田（2001b）］。

以前は，モスクやクルアーン教師宅などの，

複数の場所でイスラーム学習は行われていた。

しかし，イスラーム宗教学校が開校してからは，

A 村の子どものためのイスラーム学習活動の

場が一ヶ所にまとめられた。イスラーム宗教学

校は，アルヒクマ・モスクと小・中学校校舎が

使われ，基礎的なクルアーン学習が従来通り教

えられた。それに加え，プサントレンでの学習

経験を持つ者が，例えばイスラーム法やイスラ

ーム倫理など，イスラーム教義に関する内容の

うち，それぞれ得意とする分野を教えた（注26）。

（２）　クルアーン幼児／児童教室の設置とそ

　　　　の影響

モスク青年会の学生たちの中には，インドネ

シア・モスク青年交流会によるイクロの研修に

参加し，子どものためのイスラーム学習の組織

化に関心を持つ者がいた。そうした学生たちが，

1991年，A 村にクルアーン幼児／児童教室を

開設することを提案した。アルヒクマ・モスク

組織委員会は，標準化されたイスラーム学習の

実施に賛同し，A 村でのクルアーン幼児／児

童教室の設置を認め，学生たちが教育の主たる

担い手となった（注27）。

従来，子どもたちのイスラーム学習が行われ

るのは，日没の礼拝後であった。主として小学

生以上が参加するイスラーム宗教学校はあった

が，就学前の幼児のための学習は組織的に営ま

れていなかった。また，午前中の小・中学校の

授業の終了後，学校校舎は，日没後のイスラー

ム宗教学校の時間まで使用されることはなかっ

た。しかし，1991年，クルアーン幼児／児童教

室が設置されると，夕方４時には，イスラーム

服を身に着けた幼児たちが学校の校舎に集まっ

て学習を開始するようになった。

クルアーン幼児／児童教室では，インドネシ

ア・モスク青年交流会のクルアーン幼児教室開

発指導部の作成した標準カリキュラムに依拠し

た教育が行われた。クルアーン幼児／児童教室

の開設は，イスラーム宗教学校での教育方法に

も影響を与えた。A 村の若者たちは，学生た

ちが用いるイクロを，イスラーム宗教学校でも

活用することを決定した。また，生徒の性別及

び習熟度別に学習グループを作り，グループ別

に年間の学習計画を立てるようになった。半年

に１回は，学習した内容の習熟度テストも実施

するようになった。A 村の若者らは，教育及

び運営の中心的な担い手として，イスラーム宗

教学校を独自に発展させることを志向した。

イスラーム宗教学校が対象とする生徒は，就

学前児童から中学生程度である。したがって，

部分的にクルアーン幼児／児童教室が対象とす

る就学前児童，小学生と重複している（注28）。ま

た，イスラーム宗教学校の就学前児童から小学

生程度を対象とする学習内容とクルアーン幼児

／児童教室の学習内容はほとんど同じである。

両者ともに，イスラームの基礎を学習すること

を目的としており，内容は，クルアーンの朗誦

の学習，日々の祈りの暗誦，礼拝の仕方等で構

成されている。
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しかし，イスラーム宗教学校とクルアーン幼

児／児童教室は，一つの教育組織をつくるので

はなく，別個に運営されてきた。クルアーン幼

児／児童教室の教師を務めたのは学生たちであ

ったが，教室は，地域住民が結成した財団M

の下で運営する形態がとられた。クルアーン幼

児教室開発指導部の認定を得るには，モスク組

織委員会，もしくは財団等が教室の運営にあた

ることが必要となる［Syamsuddin MZ 1999, 44］。

イスラーム宗教学校と同様に，アルヒクマ・モ

スク組織委員会の下で運営することも可能であ

った。しかし，新たに財団が組織されたことは，

村のモスク組織委員会に頼らず，また，学生に

全てを任せるのではなく，A 村住民が自ら営

むことを志向する姿勢の現われでもあった。

Ⅲ　バンドゥン市A村における教育

　　　活動の担い手と運営形態

1960年代以降，A 村では，大学生の関与を

通して，教育活動は大きく変化してきた。図１

では，1960年代以降の A村の教育活動の担い

手とその変化を示した。イスラーム学習活動の

みが営まれていた A村は，学生の関与により，

複数の教育施設が設置された。2001年現在では，

教師も運営者も，地域住民が中心的な役割を担

いつつある。

以下では，2001年以降の，A 村の教育活動

に従事する教師の特徴と，A 村の教育活動全

体の運営状況について検討する。

1. 　住民主体の教育活動へ

A 村における教育活動は大きく三つに分け

られる。一つは，私立の小・中学校である。開

校当初は大学生が教師を務めていた。2003年現

在では，教員資格を有する者はわずかではある

が，多くの地域住民が教員を務めている。小学

校は，校長のみが教育大学で学士を取得してお

り，教員資格（注29）を有している。他の教員８人

は，現行の制度の下では教員資格を満たしてい

ない。８人中６人が師範学校卒業者，２人は一

般高校卒業者である。表１に示したように，８

人の教員は，A 村で育ち，イスラーム学習も

図１　A村の教育活動の担い手とその変化

1960～1970年代

A村住民による教育プログラム 大学生による教育プログラム

プンガジアン・クルアーン

マドラサ・ディニヤー

（イスラーム宗教学校）

小・中学校

〈モスク青年会（IMAJID）の結成〉

クルアーン幼児/児童教室

（TKA/TPA）

1980年代

1990年代

現在

（出所）筆者作成。
（注）　点線（　　　）は，住民を主体とする教育プログラムと学生を主体とする教育プログラムの境界を示す。
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小・中学校の教育もこの村で受けた。校長を務

めるのは，学生時代にこの学校で教えていた経

験がある者である。A村の女性との結婚後，A

村の住民となり，1989年以降，アルヒクマ・モ

スク組織委員長も務めている。

他方，中学校でも教員資格を持つのは校長の

みである。その他12人の教員は，教員資格を満

たしていない。そのうち２人が A村で育ち，

高校，大学以上の学歴を持つ。残りの10人は現

役の大学生が交代で教員を務めている（注30）。

二つ目は，クルアーン幼児／児童教室である。

1991年に創設された当初は，モスク青年会の大

学生が教育の担い手であった。2001年現在は，

教師は全て女性であり，そのほとんどを高校も

しくは師範学校卒業以上の学歴を持つ A村住

民が占めている。

三つ目のイスラーム宗教学校は創設当初，西

ジャワ州のバンドゥン県，タシクマラヤ県のプ

サントレンでの学習経験者によって営まれた。

表１によれば，2001年現在でもプサントレンで

学習した教師が5人いる。しかし，大半の教師

は，プサントレンでの経験を持たない。教師た

ちは，クルアーン幼児／児童教室の教師と同様

に，A 村で育ち，A 村においてイスラーム学

習と学校教育を学んだ。教師の学歴を見ると，

高校卒業以上の学歴を持つ者が多く，18人中８

人を占める。教師の半数を占める高校・大学在

籍者らは，プサントレンでの学習経験者とは異

なり，イスラーム教義の専門知識を学んではい

ない。彼らは学校で学ぶ傍ら，子どものための

人数 9（8） 13 6（6） 18（9）

A村在住者 8（7） 3 5（5） 18（9）

A村小学校卒業者 8（7） 2 2（2） 12（6）

A村中学校卒業者 8（7） 2 5（5） 11（7）

A村小・中学校卒業者 8（7） 2 2（2） 9（6）

A村でイスラーム学習をした者 8（7） 2 5（5） 17（9）

プサントレンでの学習経験者 2（1） 1 1（1） ５（1）

現役高校生 ― ― 0 7（5）

現役大学生 ― 10* 1（1） 2（2）

中学卒業者 ― ― 1（1） 1（1）

高校/師範学校卒業者 8（7） 1 3（3） 7（1）

大学卒業者 1 2 1（1） 1（0）

表１　A村の小・中学校教員とクルアーン幼児／児童教室及びイスラーム宗教学校の教師の特徴

①

小学校　  中学校

②

クルアーン幼児／児童教室

③

イスラーム宗教学校

（出所）インタビューに基づき筆者作成。
　　　（　）内は，女性の人数。　＊ は，男女合計の人数。
　　　①のデータは，2003年７月24日に実施したＡ村住民の元イスラーム宗教学校教師Ｊ氏とのインタビュー
　　　に基づく（＊男女合計の人数）。②，③は，2001年２月24日，９月５日～12日に実施した教師とのインタ
　　　ビューに基づく。
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基礎的なイスラーム学習の指導にあたっている。

A 村に下宿をしていた大学生やプサントレ

ンでの学習経験のある A村の住民から，学校

教育と基礎的なイスラーム学習を学んだ A村

の若者たちが，今度は村の教育活動の担い手と

して，「知識ある者が知識を伝える」というイ

スラーム学習の伝統を新しい形で継承している

点は興味深い。

2. 　住民主体の運営をめぐって

A 村の三種の教育活動は，それぞれ異なる

組織の下に運営されてきたが，2001年，新たな

運営の構想が持ち上がった。

小・中学校は，教員の大半をA村住民が務

めるにもかかわらず，運営権は依然として財団

Hが保持している。小・中学校の創設に直接関

わった学生で，現在インドネシア教育大学教員

を務める G氏が財団 Hを主宰する。一方，イ

スラーム宗教学校は，モスクの活動として，ア

ルヒクマ・モスク組織委員会の下で運営されて

いる。さらに，クルアーン幼児／児童教室は，

モスク組織委員会のメンバーや地域住民で構成

された財団Mが営んでいる。これらをA村住

民が主体となって，ひとつの財団の下で運営し

ていくことが検討されている。

しかし，小・中学校の運営権に関しては，A

村の住民らは，財団 Hの創設者に対して慎重

な対応が必要となっている。1960年代には，大

学生が中心となって学校を設置し，A 村住民

の多くがその学校教育の機会に与ってきた。今

日もなお，運営権は元学生が保持し，小・中学

校は財団 Hの下にある複数の学校の一つとし

て運営されている（注31）。小・ 中学校への寄付

金・補助金の使途には，A村住民の意向が直

接反映されるわけではない。全て財団 Hの判

断の下でその使途が決定される。

A 村及びその周囲のモスクにおけるイスラ

ーム学習活動には，学生が関与してきた。かつ

て A村やその周辺に下宿し，現在は大学教員

になっている者たちの中には，今日でも住民ら

と共に交代で金曜礼拝時の説教師を務める者も

いる。A 村住民にとって，信仰生活上，密接

な関係にある人々もいる。運営権を財団 Hか

ら譲り受ける場合，慎重に対応していきたいと

考える住民が多い。住民の代表者たちは，「お

願いするからには，教師がほとんど住民である

ことに加え，活動運営や資金調達の面でも，十

分自分たちでやっていけることを示した上で，

快く権利を譲ってもらいたい」（注32）と言う。

大学キャンパス周辺の地域社会での教育活動

には，学生が担い手として大きな役割を果たし

てきたと自負する大学教員も少なくない（注33）。

A 村の住民もその点は充分承知しており，だ

からこそ，今後も彼らと良い関係を保持できる

よう願っている。この運営権移譲の問題は，住

民にとって慎重に扱われるべき難題である。運

営権をめぐるこうした問題が浮上したことは，

住民の教育活動に対する意識の高まりを示すも

のである。

お わ り に

A村の事例に見られるように，大学生の関

与は，（１）一般学校の教育機会の提供に始ま

り，モスク青年会の結成，クルアーン幼児／児

童教室の設置へと続き，（２）それが住民のイ

スラーム学習に対する関心を高め，住民主体で

営んできた子どものためのイスラーム学習活動

は，イスラーム宗教学校として，組織的に営ま
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（注１）インドネシアのイスラーム一般に関する研

究には，インドネシアの代表的なイスラーム組織のひ

とつであるムハマディヤーの発展に関する歴史・文化

人類学的な研究［Nakamura 1983］や，インドネシ

アのイスラーム復興と政治・社会変容に関する研究

［Hefner 2000］などがある。

（注２）筆者が国際文化教育交流財団の助成の下，

インドネシア教育大学留学中（2000年９月～2001年12

月）に行ったインタビュー及び観察と，その補足とし

て2002年９月，2003年７月に行ったインタビューに基

づく。

（注３） キヤイの下に，師事するサントリ（生徒）

が集まり，寄宿生活を送りながらキタブを学ぶ教育組

織のこと。

（注４） マドラサは，アラビア語で「学校」を意味

し，ディニヤーは「宗教」を意味する。インドネシア

では，マドラサはイスラーム学校を指す用語として使

われる。一般マドラサとマドラサ・ディニヤーの二種

類に分けられ，一般マドラサは，宗教科目だけでなく

一般科目にも多くの時間が割かれる。他方，マドラ

サ・ディニヤー（イスラーム宗教学校）は，イスラー

ム関連教科のみが教えられる。以下，本文では，イス

ラーム宗教学校の用語を使う。

（ 注 ５） 1993 年 の 全 国 会 議 で BKPMI（Badan 

Komunikasi Pemuda Masjid Indonesia）からBKPRMI

（Badan Komunikasi Pemuda Remaja Masjid 

Indonesia）に改称された。

（注６）例えば，同青年交流会下で運営されるクル

アーン幼児教室開発指導部の全国指導者（Pimpinan 

Nasional）には，1993年～1996年の間，国務大臣（当

時，その後1998年～1999年に大統領）で，全インドネ

シア・ムスリム知識人協会（ICMI）会長のハビビ氏

も含まれていた［LPPTKA BKPRMI 1996, 24］

（注７） モスク・ムソラ青年会は，ジョクジャカル

タ市内の大学の学生らが参加していたクルアーン輪読

グループ（Tim Tadarus）である。

（注８）1993年までクルアーン幼児教室開発指導部

長を務めていた［LPPTKA BKPRMI 1996, 20］。

（注９）後に LPPTKA の西ジャワ州事務所は，バ

ンドゥン市内のガルンガン・ クロン（Garungan 

Kulon）地区へ移動。2002年現在，西ジャワ州中央ダ

ー ワ・ モ ス ク（Masjid  Pusat  Dakwah  Islam: 

PUSDAI）内にも事務所を構えている。

（注10） 2003年７月26日に，アセップが営むイスラ

ーム教育財団事務所にて筆者（中田）が行ったアセッ

プへのインタビューと，2001年２月26日，８月５日，

12月8日に，アッタクワ・モスクにて行った筆者（中

田）によるN氏へのインタビュー。

れるようになった。（３）さらに，住民は，外

部の人々に頼らず，A 村の全ての教育活動を

独自の運営組織の下で営むことを目指すように

なった。

旧スハルト体制の下で社会・政治活動を規制

された大学生は，モスクでの宗教活動の推進に

努めた。その中には，子どものイスラーム学習

活動に従事する者も多く含まれた。大学生の働

きかけが，村のレベルでイスラーム学習活動の

学校組織化を促進し，さらに教育全体の運営に

対する住民の意識も活性化された点は注目に値

する。

近年のインドネシアでは，学校教育の普及か

ら予期されるような，伝統的な宗教教育が周辺

化する動きは見られない。地域社会のイスラー

ム学習活動は，制度的に整えられていないもの

も多いが，効果的な学習方法を導入し，学習活

動の質を向上させようとしている。幼児教育の

関心も高まり，イスラーム・アイデンティティ

の形成と関わって，イクロとクルアーン幼児／

児童教室は人々の期待と支持を集めてきた。

マレーシアやシンガポールなどの近隣諸国に

も，イクロとクルアーン幼児教室は取り入れら

れ，発展のきざしを見せつつある。今後は，そ

うした拡がりにも着目し，考察していく必要が

あるだろう。
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（注11） 2003年７月26日に筆者が行ったアセップへ

のインタビュー。

（注12） インドネシア全国のクルアーン幼児／児童

教室は，他のイスラーム組織や民間財団等が監督し運

営しているものもあり，その数及び生徒数は，この数

よりも多い。

（注13）本稿では，バンドゥン市 S郡 F村内のひと

つの集落を「A村」とする。

（注14）20世紀初め，バンドゥン工科大学近辺のチ

カプンドゥン川周辺は，段々畑の広がる田園地帯であ

ったことがうかがえる［Kunto 1984, 281，写真資料］

（注15） 2002年９月23日にバンドゥン工科大学教官 I

氏の自宅にて，筆者（中田）が行ったＩ氏へのインタ

ビューと，2003年７月25日にインドネシア教育大学に

て行った筆者（中田）による宗教教育担当教官らへの

インタビュー。

（注16）設置年は，1981年とある［Depag Kotama-

dya Bandung,  Pemerinah Daerah Kotamadya DT Ⅱ 

Bandung,  1998］が，実際は，1920～30年代頃までに

は，設置されていた［中田（2001a）］。

（注17）ソロガンでは，生徒が学んでいるキタブの

写しを一人ずつ持って教師の所に行く。教師の前で，

生徒がそれを朗誦し指導を受ける ［西野　1990, 37-38］。

（注18） バンドンガンとは，生徒が教師の周りに輪

になって座り，教師は，講義をするようにテキストを

読み，注釈を加える方法。ソロガンと共に，プサント

レンでの主たる教授法の一つ［西野　1990, 37-38］。

（注19）現インドネシア教育大学。バンドゥン教育

大学（IKIP Bandung）は，2000年にインドネシア教

育大学（UPI）へと改称した。

（注20） A 村の匿名性を保つため，モスクの名称は

仮称を用いた。

（注21）現在では，大学生のための宿舎として使わ

れている。

（注22）私立学校のステイタスは，当時，教育文化

省によって「登録（Terdaftar）」，「認定（Diakui）」，

及び「同等（Disamakan）の３つが与えられた。施

設・設備の状況や資格取得教員の人数などの条件に基

づいて審査が行われ，ステイタスが決定された。しか

し，この方式は，地方分権化に伴い改訂された。2002

年以降の小・中学校の場合は，県もしくは市政府が設

置する学校基準認定委員会（BAS: Badan Akreditasi 

Sekolah）によって，学校ごとに基準認定が行われる

よ う に な っ た［Departmen Pendidikan Nasional 

2002］。

（注23） 中田（2001d）と2001年10月29日に A 村に

て行った筆者（中田）による，アルヒクマ･モスクの

モスク青年会の元メンバーT氏へのインタビュー。

（注24） モスク青年会結成に関わった元学生の一人

は，理化学系を専攻していた。その後ドイツに留学し，

現在はインドネシア教育大学の教官を務めている［中

田（2001d）］。

（注25） 2001年７月16日，10月18日，29日に A村の

元モスク青年会メンバーの E 氏宅にて行った，筆者

（中田）によるE氏へのインタビュー。

（注26） 2001年11月30日，12月１日に，A村にて行

った筆者（中田）による，元イスラーム宗教学校の教

師でA村在住者の J氏へのインタビュー。

（注27） 2001年９月21日 A村の前アルヒクマ・モス

ク組織委員長 B氏宅にて行った，筆者による B氏へ

のインタビュー。

（注28） イスラーム宗教学校も，クルアーン幼児／

児童教室も生徒の大部分は，A 村の子どもである。

しかし，2001年現在では，クルアーン幼児／児童教室

の生徒は，A村外から通う生徒も存在した。

（注29）学校教員は教育大学及び総合大学の教育学

部の教職課程で学び資格を得る。小学校教員の養成に

は，高校卒業後，二年間のディプロマ課程で行われる。

他方，中学校教員は学士号取得が必要とされる。

（注30） 2002年９月22日に，A村にて行った筆者（中

田）による A 村小学校教員とのインタビューと，

2003年７月24日に A村にて行った筆者（中田）によ

る元イスラーム宗教学校の教師で A村在住者の J 氏

（注26と同一人物）へのインタビュー。

（注31） 2002年現在，A村の小・中学校の他に，財

団 Hは小学校，中学校，高校を他の地域で運営して

いる。

（注32） 2002年９月26日に A村にて行った筆者（中

田）による元イスラーム宗教学校の教師で A村在住

者の J氏（注26, 30と同一人物）へのインタビュー。
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（注33） 2002年９月及び2003年７月に行った複数の

大学教官との対談から筆者が確認した。
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